
無動力減災ゲート マルチフラップゲート」

CHUDAI JITSUGYOU CO.LTD

災害対策をもっと簡単に！　

川裏側に設置する新しい無動力ゲート

特許 第7437034号

「

樋門や樋管に設置されているゲートの管理は、大雨が降る度に昼夜関係なく人力で操作していました。

昨今では管理人を不要とする無動力自動開閉ゲートも登場していますが、大規模工事が必要で採用が困難な

ケースもありました。災害対策が急がれる今、従来のゲートはそのままに、新しく川裏側に低コストで簡単に

設置できるのが、『無動力減災ゲート(マルチフラップゲート)』です。

閉め遅れ

自動ゲートの改修費用がない！ 高齢化！

川表側ゲート

マルチフラップゲート

■ 設置イメージ ( 通常時 )

川表側 川裏側

浸水で訴訟問題！

■ 設置イメージ ( 大雨時 )

大雨の時に閉めに行くのが危険！

水が止まっている！

従来の角落し板では…

※従来の角落しイメージ

保管場所に困る

大雨のときに持っていくのは危険

設置に手間がかかる

操作ミス

簡単に防災機能をもたせることができる！

創立50年の実績
　　社会インフラ整備に貢献しています。

施工要領

Ⅰ.【削孔】 Ⅱ.【外枠取付】

Ⅲ.【本体組立】 Ⅳ.【量水標取付】

洪水痕跡機能
量水標機能

多段式ゲート

フラップゲート



施工実績

■ 2024年 北海道滝川市（発注：北海道 札幌建設管理部） 計１基

■ 2024年 愛知県安城市（発注：安城市役所） 計２基

ゲート構造

量水標構造

通常時

大雨時


